
戸
塚 

哲
夫 

議
員

水
田
農
業
の
振
興
策
は

収
入
保
険
制
度
と
は
ど
の
よ
う
な
制

度
か
。

農
業
経
営
の
た
め
の
保
険
制
度

で
、
品
目
に
関
わ
ら
ず
、
自
然
災
害

に
よ
る
収
穫
量
の
減
少
に
加
え
、
価

格
低
下
な
ど
農
業
者
の
経
営
努
力
で

は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少
も
補
償

さ
れ
る
な
ど
、
経
営
全
体
の
収
入
減

少
を
保
険
金
で
穴
埋
め
す
る
も
の

で
、
平
成
31
年
1
月
か
ら
開
始
さ
れ

る
。
具
体
的
な
説
明
は
、
農
業
共
済

組
合
が
4
月
以
降
に
説
明
会
を
開
催

す
る
。

袋
井
産
米
の
消
費
拡
大
は
。

袋
井
市
農
業
振
興
会
の
耕
種
部

会
が
、
ふ
れ
あ
い
夢
市
場
や
J
A
祭

等
に
お
い
て
、
P
R
や
販
売
を
し
て

い
る
。
静
岡
県
内
で
消
費
さ
れ
る
コ

メ
は
、
県
内
産
が
約
4
割
で
、
県
外

産
が
約
6
割
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、

本
市
で
生
産
さ
れ
る
コ
メ
の
ほ
と
ん

ど
は
、
県
内
で
流
通
、
販
売
さ
れ
て

い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。     

農
泊
の
取
り
組
み
は

農
山
漁
村
に
滞
在
す
る
旅
「
農
泊
」

が
今
、
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
取
り
組
む

考
え
は
。

 

農
泊
は
、
農
の
風
景
や
観
光
資

源
の
発
掘
、
地
域
の
活
性
化
は
も
と

よ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
地
域
経
済

の
発
展
に
も
つ
な
が
る
と
捉
え
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
し

た
経
営
戦
略
、
全
体
と
し
て
の
ス

キ
ー
ム
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

寺
田 　

守 

議
員

旧
市
民
病
院
看
護
師
宿
舎
の
活
用

旧
市
民
病
院
看
護
師
宿
舎
は
長
期
に

わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
再
利

用
計
画
は
あ
る
の
か
。

建
物
を
再
利
用
す
る
た
め
に

は
、大
規
模
な
改
修
が
必
要
と
な
る
。

検
診
車
両
や
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
利

用
者
の
駐
車
場
拡
張
な
ど
、
有
効
な

利
用
方
法
を
公
共
用
地
利
活
用
検
討

委
員
会
に
お
い
て
検
討
を
重
ね
て
い

き
た
い
。

農
地
転
用
時
の

周
辺
地
権
者
へ
の
配
慮

農
地
転
用
を
許
可
す
る
場
合
に
は
、

周
辺
地
権
者
の
意
向
を
十
分
に
聞
く
こ
と

が
大
切
と
思
う
が
ど
う
か
。

制
度
的
に
は
、
隣
接
者
の
同
意

書
等
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
可
能
な
範
囲
で
事
業
の
周

知
を
お
願
い
し
、
周
辺
農
地
の
円
滑

な
営
農
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

ア
ジ
ア
の
都
市
と
の

友
好
・
姉
妹
提
携

近
年
交
流
の
あ
る
中
国
、
台
湾
、
ベ

ト
ナ
ム
な
ど
、
本
市
と
歴
史
的
な
つ
な
が

り
の
あ
る
都
市
と
の
提
携
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
流
は
、
市

の
将
来
の
発
展
、
特
に
若
い
人
た
ち

に
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。
大
切
な

の
は
市
民
の
交
流
の
姿
勢
で
あ
り
、

提
携
の
話
が
あ
れ
ば
真
摯
に
聞
い
て

い
き
た
い
。

市内の田園風景

ファン・ボイ・チャウと浅羽佐喜太郎の国際シンポジウム
（ベトナム　ゲアン省）

7 ふくろい市議会だより


